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1 0.0年にι 度といわれる世界規模の経務危機は、ょうやく昨年来の経務対

策の効果が発揮されつつあるものと理解をいたしておザますが、我が盟の輪出

や生産が大幅に減少するなど依然としてその影響は大きく、議flH斉勢において

は� 4月の完全失業率が� 5%の大台に乗るなど…段と厳しい状説に罷かれており

ます。

政府与党においては、昨年の� 1次補正、� 2次補万三および平成� 2 1年度予算の

いわゆる� r3段ロケットj で切れ目の無い総務対滞在興施してきておりますが、

さらにこのたび、本格的な景裁回棋を目指し、斑なる経演危機対策として長気

の底割れ自避と� E本の未来の成長を見捕え?と対策が脇り込んだ事業費で� 57兆

円、財敦出動で� 15兆円規模の過去最大となる補正予算合成立させました。

この予算においては、景気対策のカンフノレ剤としての効果が期待される公共

事業寵連で、総額� 2兆円を超す予算が組まれたの栓はじめ、躍用、環境、健康・

子育て等の予算が盛ち込まれており、これにより政府は� 21年度の識質国内総生

産� (GDP)或長率を結� 2ちも上昇することそと期待しているととろであゆます。

本県においても識しい経護状現にあるこ主から、このたびの閏の補正予算に

車窓し、;畏畏の安さをど安，むの犠謀者第一ゅ織とし、地域経掛の自立主安全・安心

な新潟県の実現にi却すた課題に対応するため、特に下詑の点iこ留意した補正対

応を早急に行うよう強く饗望いたします。� 

1 雇用対策

引き続き非常に厳しい経静i
警勢が続く中、議舟・労議環境の安定に資する

ことは現下の;最大の繰溜であり、下記事壌について特設の記嘉を行うこと 0

.雇用の場の創/I¥・硝保と持就職のための技梼恵存等能力開発iこ対する支

擦の拡充

の按;克強化と和談窓ヨ等の支援策の拡充� 

2 企業経営への文披� 

はじめとする中小零細企業の資金繰りについては、� iなお識しい

状況にあることから下配の事項について特設の配患を行うこと。

新規の資金構拠だけでなく、返済負担の軽減が麗られるよう経営資金等

への女緩や新分野進出、販路拡大など経営支援の拡充

県及び県内各自治体の持控・調連に関し、地元企業八の艶慮

3 

て世代やi高齢者がどこに住んでも安心して暮らせるよう

について特段の配曜を行うこと。

*勤務底確保対集や先端医療設舗の整備など地域医療体制lの確tLな閲ると

もに、がん対策を:はじめ鰭康長寿の取組みの強化

ンアノレヰンザ対策の強信

な護持機会創出iこ向持た升護人材の確保と地域の介護拠点都の盤備



4 教育・子宮ての充実

ピスをはじめとした子育て支援の強化身図るとともに、厳しい

経境構勢を踏まえ、学生・生捷等が安心して学べる環境を整備するよう下

、て特設の配露、を行うこと。

地墳における子育て環境の買なる

-経詩情勢の悪化によ引事学が態難詰学金・生f患に対する授業料減免等の

支援策の充実・強化

学校の耐震調査及び耐震改棲等の単患な推進� 

6 構鴻・空港署拠点性の整備

人流‘物流の国際拠点である新瀦沼港、新瀦港の機能強化や空路・航路

の光案を図るよう、下記の事項について特設の調達j撃を行うこと。

-佐渡航路、粟島航路のf活性化

日本海横断航路をはじめ外貿信期航路の新設� w 拡充に対する支援の強化

. 新掘ささ港利用の活性化� 

8 県誌の安全と安心の雑保� 

i皐畏の安全と安心を確謀するとともに、現下の経済情勢に鑑み、地域経

務に譲及効果の高い公共投資が切れ目壮く実臆されるよう、下記の事項に

ついて特設の記長重を持うこと。� 

. 1也元に密着し、経済援及効果が十分に発持できる維持管理、補修弟噂の

公共工事の発詮

交通安全施設等の充実・強化� 

7 農林水産業への支援

農業の将来を担う担い手の確保、需要iこ応じた生産援輿、森幹資擦の整

備・活用;を図るなど赫カある農林水産業の実現に向付、下記の;事壊につい

て特段の配慮を行うこと o

・農山漁村の活性化ど森林・林業の再生

林業の活性化


・水産業の活性化
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地域の暮らし土牒用をと支えるため、経済危機対策の発動にあた号、

公共事業発詑機関の皆接への緊魚アピーノレについて

の候、ますます桝健勝のこ土とお喜び串し上げますの

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼串し上げます。

さて、このたび政府与党は� 100年に一度といわれる世界的経務危機に対応

するため、景裁の底離れ回避と院本の未来の成長を見据えた対策さと盛り込んだ� 

5 7兆丹規摸の過去最大となる補正予算を成立させましたの

のカンブノレ剤止しての効果が期待される公共事業関連で、総額� 2兆

円を超す予算が組まれたのをはじめ、濯F語、環境、健接・子育て等の予算が織

り込まれており、これにより政府は� 21年震の実質国内総生産� (GDP)成長率を

約� 2弘上昇することを期待しているところであります。

これらの対策を活かし地域の暮らしと麗用を支えるため、自岳民主党は、公

共事業発注機関の皆織にぜひども取り組んでいただきたいことを別紙のとおち

繋急アピーノレいたしましたので、お知らせいたします。

本県における、「最低制接錨格制度および器入札調査基準価格制度の活用Jに

関しては、適切な活用に向けて取り組んで、きており、また、我が党の饗請を受

け入れ本年4月� 1日よち最低制限舘務を予定住格の� 90%まで引き上げられる

など、実情に合った適切な対応を行っていただいておりますが、今後とも適切

なさらなる対応を期待するものであります。

貴職におかれましては、ぜひとも緊急アピーノレの藤宮をご理解賜札一記も

く経務危機を脱するため国の経済位機対策と連動した対応を実施していただ

きますようお願し、患し上げます。

今後ともど指導、ご鞭擁を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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